
平
成
二
年
県
・
土
浦
市

・
出
島
村
・
つ
く
ば
住

宅
都
市
公
団
か
ら
神
立

駅
東
口
出
島
用
水
間
の

道
路
構
想
が
報
告
さ
れ

た
。

そ
の
後
土
浦
市

と
の
広
域
行
政
と
し
て

駅
橋
上
化
駅
前
整
備
構

想
が
進
め
ら
れ
、
停
車

場
線
・
西
口
県
道
整
備

が
す
す
め
ら
れ
て
い

る
。

東
口

で
は
土
浦
市
の
安
藤
市

長
に
よ
り
出
島
用
水
道

路
整
備
が
来
年
度
計
画

さ
れ
準
備
が
進
め
ら
れ

て
い
る
。
神
立
駅
周
辺

の
明
日
を
描
く
地
域
行

政
は
土
浦
市
と
の
広
域

協
同
事
業
と
し
て
展
開

す
る
時
を
迎
え
て
い

る
。
合
併
協
議
会
の
再

会
は
地
域
の
新
し
い
展

望
を
描
く
作
業
部
会
が

展
開
さ
れ
る
。
広
域
事

業
で
、
神
立
駅
周
辺
地

区
5
万
人
の
田
園
都
市

計
画
を
推
進
し
て
参
り

ま
し
ょ
う
。

水
郷
筑

波
国
定
公
園
の
中
心
、

霞
ヶ
浦
の
農
水
産
業
観

光
資
源
に
囲
ま
れ
た
豊

か
な
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
ま
し
ょ
う
。

設
楽
一
般
質
問
）

「
土
浦
市
と
の
合
併

協
議
、
合
併
協
議
会

設
立
、
準
備
作
業
に

つ
い
て
の
市
長
の
見

解
、
具
体
的
に
土
浦

市
か
ら
合
併
へ
の
話

合
い
を
求
め
ら
れ
た

場
合
ど
の
よ
う
に
対

応
し
ま
す
か
」

坪
井
市
長
答
弁
）

「
正
式
に
何
を
申
込

ま
れ
た
と
か
、
合
併

協
議
が
始
ま
る
と

か
、
そ
う
い
っ
た
こ

と
は
ご
ざ
い
ま
せ

ん
。
市
町
村
合
併
に

つ
き
ま
し
て
は
、
私

は
県
か
ら
権
限
等
も

移
譲
さ
れ
る
中
で
広

域
化
し
て
い
ま
す
か

ら
、
人
口
減
少
と
か

あ
り
ま
す
し
、
合
併

の
必
要
性
は
感
じ
て

お
り
ま
す
。
」

「
幹
線
道
路
の
整
備

に
つ
い
て

石
塚
建
設
部
長
答
弁

３
，
田
村
沖
宿
延
伸

道
路
第
２
期
工
事
の

土
浦
市
と
の
協
議
に

つ
い
て

「

土
浦
市
か
ら
「
土

浦
協
同
病
院
の
延
伸

道
路
ー
通
称
出
島
用

水
道
路
整
備
意
向
が

あ
り
、

７
月
29
日
、

要
望
事
項
を
付
し
、

早
期
事
業
進
捗
を
望

む
旨
回
答
。
坪
井
市

長
・
横
瀬
副
市
長
が

当
事
業
早
期
完
成
へ

土
浦
市
安
藤
市
長
を

訪
問
し
て
お
り
ま
す
。

来
年
度
予
算
化
へ
交

通
量
調
査
、
当
市
と

の
道
路
設
計
準
備
に

入
る
こ
と
が
示
さ

れ
、
早
期
工
事
着
手

が
望
め
る
も
の
と
期

待
し
て
い
ま
す
。
」

４
、
東
京
製
綱
交
差

点
か
ら
県
道
整
備
計

画
の
茨
城
県
と
の
協

議
に
つ
い
て

「
今
年
度
、
土
浦
土

木
事
務
所
と
の
間
で

数
回
の
協
議
が
あ

り
、
県
道
牛
渡
馬
場

山
土
浦
線
・
東
京
製

綱
付
近
か
ら
池
田
石

油
前
付
近
の
歩
道
未

整
備
区
間
に
お
い

て
、
株
式
会
社
ダ
イ

プ
ラ
側
、
旧
タ
キ
ロ

ン
側
、
片
側
歩
道
で

の
整
備
が
計
画
さ
れ

て
お
り
ま
す
。

本
年
度
の
事
業
と

し
て
今
月
、
道
路
測

量
に
着
手
、
次
年
度

予
算
化
後
、
詳
細
設

計
、
工
事
な
ど
順
次

実
施
予
定
で
す
。
」

５
、
（
仮
称
）

石
岡
・

か
す
み
が
う
ら
広
域

幹
線
道
路
計
画
の
石

岡
市
と
の
協
議
に
つ

い
て
。

「
７
月
31
日
、
石
岡

岡
市
、
か
す
み
が
う

ら
市
合
同
地
元
説
明

会
を
開
催
、
法
線
、

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
詳

細
設
計
、
用
地
測

量
、
私
有
地
へ
の
踏

査
依
頼
等
ご
説
明
。

８
月
19
日
開
催
の
石

岡
・
か
す
み
が
う
ら

広
域
幹
線
道
路
整
備

推
進
協
議
会
に
お
い

て
同
内
容
が
承
認
さ

れ
、
既
に
両
市
合
意

の
下
、
詳
細
設
計
委

託
事
業
契
約
が
成

立
、
事
業
着
手
が
図

ら
れ
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
土

浦
協
同
病
院
へ
の
緊

急
連
絡
道
路
が
、
国

道
６
号
か
ら
千
代
田

大
橋
ー
石
岡
市
の
広

域
幹
線
道
路
整
備
、

県
道
牛
渡
馬
場
山
土

浦
線
整
備
、
土
浦
市

の
田
村
沖
宿
線
整
備

に
よ
り
、
一
本
の
動

線
と
し
て
つ
な
が
り

ま
す
。
今
後
、
関
係

自
治
体
と
更
に
協
議

連
携
を
図
り
、
早
期

完
了
へ
事
業
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。
」
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永
栄
偕
倖

え
い

え
い

か
い

こ
う

発行責任 設楽健
夫

〒300-0121
かすみがうら市

宍倉6163
-41
電話029-832-9620
mail

神立駅周辺５万人の「まちづくり！」

防災・道路ｰ排水・病院・図書館等資源を

有効に活用する豊かな田園都市づくりへ

土浦市との合併 協議会再開を

①出島用水道路整備へ
土浦市が

交通量調査実施

②東京製綱から池田石油へ

歩道・県道整備

③千代田大橋から角来神社前までの道路整備

東京製鋼天神工業団地への、跨線橋は
含まれていません

千
代
田
大
橋
線

広
域
幹
線
道
路 東京製綱

土浦市行政

天神地区
工業団地

タ
キ

ロ
ン

池田ＧＳ

信号

下稲吉
南団地

神立-西成

霞ヶ浦花の道

土浦協同病院

出
島
用
水
道
路
工
事

900

ｍ

戸崎上稲吉線

加
茂
工
業
団
地

国道354

県道歩道

整備工事

日立
建機

角
来
公
民

平成2年神立駅東口出島用水間の道路構想

神立駅東口

出
島
用
水
道
路
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農村地域「交通空白地帯（前公室長）」を限界集落にしないために
霞ヶ浦地区南小学校の放課後児童クラブは保育園の園児が昼寝する狭い隣の部屋で6年間生活していま

す。検討を約束してきた保健センターは未だに雨漏りの調査修繕が行われていません。避難所の農村環

境改善センターの雨漏りは未修理。平成30年予算化された同センター改修設計委託は見直しで延期され

たままです。他方９月補正予算で雪入ふれあいの里ネイチャーセンター改修設計工事3400万円が計上さ

れています。「公平市政、改善センターは改修設計・工事について緊急性を指摘しました。」

霞ヶ浦南小放課後児童クラブ

右２部屋と正面部屋が園児昼寝す

る保育質隣室の児童クラブ室

放置される保健センター雨漏

り、修繕し児童クラブの活用

が待たれる。

「改善センターの雨漏り」昨年9月台風

で避難者がバケツで一晩過ごした一階

8畳間の放置されている雨漏り跡。

霞
ヶ
浦
中
千
代
田
中
地
区
の
通
学
の
足
が
無
い
高
校
生

高
校
生
は
神
立
駅
ま
で
家
族
の
送
迎
で

通
学
し
て
い
ま
す
。

『
立
地
適
正
化
計
画
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
」

・
ほ
ぼ
毎
日
通
学
の
た
め
Ｊ
Ｒ
神
立
駅
を
利
用
す
る
人
が

大
多
数
で
あ
る
。

・
送
迎
時
の
待
ち
時
間
に
利
用
で
き
る
施
設
（
待
合
所
）

が
な
い
。
（
高
校
生
会
）

・
本
市
に
住
み
続
け
た
い
人
は
０
人
だ
っ
た
（
高
校
生
会
）

・
霞
ヶ
浦
南
小

送
迎
の
み
はJ

R

神
立
駅
を
利
用
す
る
。

「
辻
前
公
室
長
は
、
バ
ス
停
待
合
室
を
霞
ヶ
浦
庁
舎
や
停

留
所
に
設
置
し
て
い
く
こ
と
を
約
束
し
て
い
ま
す
。
」

交
通
会
議
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
は

霞
ヶ
浦
中
地
区

千
代
田
中
地
区

＜県共済加入促進協パンフから＞茨城県南部想定地震Ｍｗ7.3震度6以上の揺れが想定されています。

放置される避難所体育館の耐震工事、このままでは廃墟に
6年が経過する霞ヶ浦地区の閉校小学校の写真（10月撮影）体育館は「避難所に指定」されているが耐震

工事は未だに行われていない。（千代田中下稲吉中地区は全て完了されており、大地震の安全対策が取

られている。）又体育館の分電器や分水機は整備さておらず緊急時の装備は喫緊の課題である。

志士庫小学校避難所体育 佐賀小学校避難所体育館 下大津小学校避難所体育館牛渡小学校避難所体育館



【一覧表】 教育委員会提出資料 令和2年7月
給食室の冷房設備について 黄色×＝対策が必要

調理用
下処理 配膳室 冷房

室 3～4坪 チョッキ
霞ヶ浦南小学校  〇  〇  〇  〇 × ×
霞ヶ浦北小学校  〇  〇  〇  〇 × ×
霞ヶ浦中学校  〇  〇  〇  〇 × ×
志筑小学校  × ×
上佐谷小学校  × ×
千代田中学校 〇 × × × × ×
新治小学校 〇 × × × × ×
七会小学校 〇 × × × × ×
下稲吉小学校 〇 × × × × ×
下稲吉東小学校 〇 × × × × ×
下稲吉中学校 〇 × × × × ×

6校 6校 6校 11校 9校

※配膳室の空調は設置されて来なかった。
※調理の際の冷房チョッキは、これまで準備されていない。

緊急対策項目
１、千代田地区の空調設備 ６校
２、従来未設置の配膳室の空調対策 11校
３、調理人の冷房チョッキ対策 9校
※給食費4100円/月の公会計は令和3年度から実施。
 公会計未実施は県内数校、教師が回収に奔走している。

スポットクーラー又は室内冷房設備、冷房チョッキが必要です。

※水戸市では急遽スポットクーラー、冷房チョッキを配置し
 夏の児童生徒の給食を実施しました。

夏の高温時の給食実施に向けて

 空 調 設 備 

要対策

給食室学 校 名 調理室 洗浄室

千代田中学校から
配膳室へ配送

（
設
楽
）
一
般
質
問

質
問
１
）

「
給
食

室
の
整
備
も
、
特
に

旧
千
代
田
地
区
の
未

整
備
状
態
が
放
置
さ

れ
て
き
て
お
り
、
3,

0
0
0

人
の
児
童
生
徒
が

夏
期
給
食
を
受
け
ら

れ
な
い
事
態
に
追
い

込
ま
れ
た
。
実
施
出

来
な
か
っ
た
の
は
県

内
で
当
市
だ
け
で

す
。
議
員
４
名
の
緊

急
要
望
に
も
よ
り
希

望
が
取
ら
れ
、
仕
出

弁
当
の
希
望
者5

0
0

人

に
対
し
て
何
と
か
実

施
に
こ
ぎ
着
け
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

水
戸
市
に
お
い
て

は
、
ス
ポ
ッ
ト
ク
ー

ラ
ー
や
冷
房
チ
ョ
ッ

キ
の
活
用
で
給
食
が

実
施
さ
れ
て
い
ま

す
。
近
隣
市
町
村
で

実
施
さ
れ
た
給
食
が

当
市
で
は
何
ゆ
え
に

で
き
な
か
っ
た
の

か
。
学
校
給
食
実
施

の
総
括
と
対
策
に
つ

い
て
、
説
明
を
求
め

る
。
」

教
育
長
答
弁
）

「
給
食
に
つ
い
て

は
、
今
年
度
か
す
み

が
う
ら
市
は
残
念
な

が
ら
で
き
な
か
っ

た
、
来
年
は
そ
う
い

う
こ
と
が
な
い
よ
う

に
最
優
先
に
し
て
進

め
、
ス
ポ
ッ
ト
ク
ー

ラ
ー
や
冷
房
チ
ョ
ッ

キ
な
ど
に
つ
い
て
予

算
要
望
を
し
っ
か
り

と
取
っ
て
、
確
実
に

給
食
実
施
で
き
る
よ

う
な
体
制
を
考
え
て

い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
」

質
問
２
）
遅
れ
て
い

る
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習

環
境
の
充
実
、
同
授

業
の
導
入
計
画
に
つ

い
て

補
正
予
算
で3

3
0
0

台

の
タ
ブ
レ
ッ
ト
型P

C

の
導
入
予
算
が
承
認

さ
れ
ま
し
た
。
全
国

・
県
内
で
も
「
オ
ン

ラ
イ
ン
授
業
導
入
」

施
策
が
実
施
さ
れ
て

い
ま
す
。
そ
こ
で
当

市
の
施
策
に
お
け
る

以
下
の
項
目
の
実
施

状
況
に
つ
い
て
簡
潔

に
説
明
を
求
め
ま

す
。

１
，

ル
ー
タ
ー
等

教
師
・
児
童
生
徒
の

校
内
学
校
オ
ン
ラ
イ

ン
学
習
の
環
境
整
備

に
つ
い
て

２
，

ツ
ー
ル
ア
カ

ウ
ン
ト
作
成
・
配
布

に
つ
い
て

３
，

児
童
生
徒
の

端
末
と
各
家
庭
の
通

信
環
境
の
確
認
作
業

と
端
末
や
モ
バ
イ
ル

ル
ー
タ
ー
の
貸
し
出

し
等
に
つ
い
て

４
，

操
作
に
不
慣

れ
な
教
師
や
子
ど
も

達
のI

C
T

支
援
員
に
つ

い
て

５
，

双
方
向
通
信

の
設
定
方
法
や
指
導

に
使
う
ア
プ
リ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
使
い
か
た

の
教
員
研
修
等
に
つ

い
て

教
育
部
長
答
弁

「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
に
つ

き
ま
し
て
は
、
機
器
の

導
入
に
併
せ
、
児
童
生

徒
及
び
教
職
員
へ
の
サ

ポ
ー
ト
体
制
を
構
築

し
、
教
職
員
の
負
担
軽

減
を
図
っ
て
ま
い
り
ま

す
。
」

質
問
３
）
教
室
の
密

集
・
密
閉
・
密
接
の

三
密
対
策
「
全
国
知

事
会
町
村
会
市
長
会

の
緊
急
提
言
」
に
あ

る
普
通
教
室
平
均
面

積
64
㎡
の
生
徒
・
児

童
間
の
十
分
な
距
離

の
確
保
に
つ
い
て
、

30
人
学
級
で
は
机
間

隔
75
ｃ
ｍ
生
徒
間
間

隔
1
ｍ
と
推
察
す
る

が
、
30
人
を
越
え
る

学
級
の
実
情
と
対
策

に
つ
い
て
説
明
を
求

め
る
。
下
稲
吉
地
区

の
生
徒
間
１
ｍ
間
隔

を
如
何
に
す
る
の

か
、
学
区
の
再
編
成

を
含
め
て
整
備
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

大
山
教
育
長
答
弁

「
大
変
示
唆
の
あ
る
ご

意
見
、
私
も
そ
の
よ
う
な

考
え
を
持
っ
て
今
後
進
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
」

2020年10月27日(月) したら健夫の市政報告 令和2年秋号

( 4 )

県下で唯一 7-８月給食が実施されず3000人が弁当を

余儀なくされました。
宮嶋、矢口、佐藤、設楽、議員が給食実施の緊急要望書提出！アンケートが実

施され500人の仕出し弁当が実現！一般質問で水戸市の給食実施緊急措置を

紹介、教育長が「給食室の改善予算計上を約束」しました。

千代田地区の給食室に冷房・エアコンを

か
す
み
が
う
ら
市
長

坪
井

透

殿

か
す
み
が
う
ら
市
教
育
長

大
山
隆
雄

殿

令
和
2
年
6
月
18
日

か
す
み
が
う
ら
市
議
会
議
員

矢
口
龍
人

佐
藤
文
雄

設
楽
健
夫

宮
嶋
謙

緊
急
申
し
入
れ
書

１
．
7
月
27
日
か
ら
8
月
31
日
ま
で
の
授
業
日
の

期
間
中
、
学
校
で
の
昼
食
が
必
要
な
日
に

は
、
常
温
保
存
可
能
な
腐
敗
し
に
く
い
食
材

を
採
用
す
る
な
ど
の
工
夫
を
し
な
が
ら
、
で

き
る
か
ぎ
り
学
校
給
食
を
提
供
す
る
こ
と

２
．
ど
う
し
て
も
学
校
給
食
が
提
供
で
き
な
い
場

合
は
、
弁
当
の
準
備
が
で
き
な
い
保
護
者
な

ど
の
希
望
者
に
昼
食
の
仕
出
し
を
手
配
す
る

な
ど
し
て
、
保
護
者
負
担
の
軽
減
を
図
る
こ
と



天
然
う
な
ぎ
は
、

成

鰻
ま
で
三
年
か
か
る

と
言
い
ま
す
。
養
殖

う
な
ぎ
は
32
℃
か
ら

35
℃
水
温
の
養
殖
で

６
ヶ
月
か
ら
1
年
で

成
鰻
に
な
り
、

一
キ

ロ
で
三
尾
・
四
尾
・

５
尾
も
の
で
市
場
に

出
て
き
ま
す
。

茨
城
県
の
シ
ラ
ス

う
な
ぎ
の
採
捕
は
日

本
一
で
す
が
、
常
陸

川
水
門
の
魚
道
か
ら

霞
ヶ
浦
に
入
る
シ
ラ

ス
う
な
ぎ
は
限
ら
れ

て
い
ま
す
。
生
物
多

様
性
水
産
多
面
的
発

揮
事
業
で
ク
ロ
コ
う

な
ぎ
が
放
流
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
３
年
か

か
る
天
然
う
な
ぎ
の

成
長
に
は
全
く
足
り

ま
せ
ん
。
海
と
つ
な

が
る
涸
沼
の
北
岸
に

そ
れ
は
美
味
し
い
天

然
う
な
ぎ
の
お
店
が

あ
り
ま
す
。

霞
ヶ
浦
を
鰻
遊
の
天

然
う
な
ぎ
日
本
一
の

名
所
に
す
る
た
め
に

は
、

魚
道
に
上
が
ろ

う
と
す
る
シ
ラ
ス
う

な
ぎ
を
呼
び
入
れ
る

こ
と
が
必
要
で
す
。

2020年10月27日(月) したら健夫の市政報告 令和2年秋号

( 5 )

霞
ヶ
浦
を

鰻
遊
・

天
然
ウ
ナ
ギ
の

名
所
に

３年で成鰻に育つ

霞ヶ浦の天然うなぎ

常陸川水門魚道の効果向上等に関する要望書（全文）
かすみがうら北浦は、かつて天然ウナギの漁獲量が毎年２００トンも合った一大産

地として知られ、親ウナギ（ボッカ）が育つには最適とされた湖です。湖にはエビ、ハゼ、モツ
ゴ、その他小魚がたくさん生息し、また山あいには谷津田があり、水路や小川にザリガニ、蛙、み
みずといったウナギの餌となる生物がたくさんいて、その餌を食べたウナギが丸々と太り、親ウナ
ギとなって海に下っていきました。その後霞ヶ浦北浦は霞ヶ浦開発事業により水がめ化され、環境
は激変しましたが、我々漁業者は魚類の生息環境の改善や資源回復のため、ヨシ帯の保全や資源管
理に取り組み、年変動はありますが近年はワカサギやシラウオ、エビ等も回復が見られるようにな
りました。

このような中、ウナギが絶滅危惧種となり、蒲焼きに代表される日本の食文化の存続も危ぶまれ
る状況となっております。国をあげて対策が講じられていますが、我々漁業者は湖内へのシラスウ
ナギの遡上を促進させることが出来れば、豊富な餌で親ウナギが育ち、海に下って資源回復に貢献
できるのではと話し合っております。

国におかれましては、魚の生態系や生息環境の改善のため、平成２１年度に常陸川水門に魚道を
整備していただきました。その後魚道の運用について調査検討が重ねられ、平成３１年３月にはウ
ナギも遡上していることが報告されました。河川環境の改善が図られていることに深く感謝申し上
げる次第です。魚道は平成３１年４月からは夜間も含む周年２４時間運用とし、３年間のモニタリ
ングを経て問題なければ本格運用に移行する計画との説明を受けました。今後、遡上が促進され、
資源回復に貢献するのではと期待しているところです。

つきましては、現在の魚道が魚類の往来に一層の機能を発揮できるよう、今後のモニタリングで
は詳細な検討を行い、必要に応じて改良を行うなどして、魚類の生態に十分配慮した魚道の構造・
運用がなされますよう要望します。また、将来、常陸川水門本体の改修が行われる際には、魚道で
得られた知見を堰の設計検討に活かし、魚類の生息に十分配慮した構造・運用となりますよう、合
わせて要望します。 令和元年７月1日
国土交通省関東地方整備局長殿

｛霞ヶ浦漁業協同組合 きたうら広域漁業協同組合 麻生漁業協同組合

2020年全国シラスうなぎ採捕/池入れ結果
（養鰻新聞）

採捕

ｋｇ
割合

養殖

池入
割合

茨城県 2072.6 19.0％ 0.0

千葉県 1442.3 13.2％ 50.0 0.3％

静岡県 1635.4 15.0％ 1955.7 9.8％

愛知県 1865.0 17.1％ 4464.1 22.5％

徳島県 706.3 6.5％ 540.0 2.7％

高知県 368.4 3.4％ 548.3 2.8％

熊本県 121.9 1.1％ 310.0 1.6％

大分県 67.9 0.6％ 93.2 1.6％

宮崎県 250.0 2.3％ 3440.0 17.3％

鹿児島県 739.7 6.8％ 7786.3 39.2％

合 計 10794.29 19862.8

令
和
元
年
7
月
1
日
国
土
交
通
省
関
東
地
方
整

備
局
に
お
い
て
要
望
活
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

提
出
先

関
東
地
方
整
備
局
河
川
部

提
出
者

霞
ヶ
浦
漁
協

陪
席

茨
城
県
農
林
水
産
部

意
見
交
換

・
こ
れ
ま
で
の
魚
道
遡
上
調
査
に
お
い
て
シ
ラ
ス

ウ
ナ
ギ
が
夜
間
に
魚
道
を
遡
上
し
て
い
る
こ
と

や
、
夜
間
を
含
む
終
日
運
用
が
開
始
さ
れ
、
効
果

向
上
へ
の
期
待
を
双
方
で
確
認
し
た
。

・
漁
協
か
ら
は
要
望
書
記
載
の
魚
道
効
果
向
上
や

将
来
の
水
門
本
体
改
修
時
に
魚
の
来
往
に
配
慮
し

た
設
計
・
構
造
と
す
る
こ
と
へ
の
配
慮
、
関
係
漁

協
に
対
す
る
説
明
会
を
求
め
た
。

・
河
川
部
長
か
ら
は
、
魚
道
に
関
し
今
後
3
年
間

の
試
験
期
間
に
お
い
て
施
設
の
追
加
改
修
等
を
含

む
運
用
基
準
を
作
り
有
効
活
用
し
て
い
く
こ
と
、

将
来
の
対
策
と
し
て
二
重
ゲ
ー
ト
方
式
や
転
倒
式

魚
道
隔
壁
等
、
全
国
的
に
採
用
さ
れ
て
い
る
工
法

に
つ
い
言
及
が
あ
っ
た
。

・
今
後
と
も
国
、
県
、
漁
協
で
協
力
し
調
査
・
機

能
向
上
を
は
か
っ
て
い
く
こ
と
を
確
認
し
た
。

シラスうなぎ 0.2ｇ～0.5ｇ/尾

2000～5000尾／ｋｇ

天然うなぎ 成鰻まで3年～4年

養殖うなぎ 32℃－35℃で養殖

（鹿児島：温泉水30℃利用）

成鰻まで6ヶ月～1年

水産多面的発揮事業 平成25年開始

令和元年クロコうなぎ放流事業

クロコうなぎ 1年うなぎ

10ｃｍ～15ｃｍ 数10尾/ｋｇ

霞ヶ浦 271.9ｋｇ

北 浦 667.0ｋｇ

広域行政


